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本校のSSHについて
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学校設定教科「SAGAs（探す）」



「AS統計科学」の学習目標

1. 標本の関数である統計量をもとに母集団の特徴を
推測する推測統計学の手法を学び，具体的な課題
に対して推測統計の手法を活用できるようにする。

2. 推測統計の手法を用いて，自然科学，社会科学等
における現実的な課題に対して問題解決を行うこと
で，データを分析，解釈，表現し，データに基づく判
断や意思決定ができるデータリテラシーを育む。
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「算数・数学ワーキンググループにおける審議のとりまとめ」

• 統計的に分析するための知識・技能を理解し，日常
生活や社会生活，学習の場面等において問題を発
見し，必要なデータを集め適切な統計的手法を用い
て分析し，その結果に基づいて問題解決や意思決
定につなげる。

• データの収集方法や統計的な分析結果などを批判
的に考察する。
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研究仮説

統計的な知識・手法を用いて，

現実の課題を解決するパフォーマンス課題に取り組
むことで，

生徒の統計的な問題解決能力が育成される。
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「AS統計科学」の学習内容
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１学期

推測統計と確率分
布の考え方

推定法

２学期

統計的検定

分散分析

３学期

回帰分析

・教科書は使用せず（教科書を特定していない），毎回ワークシートを配布する。

・通常教室で授業を行い，自分のスマートフォン等の使用は認めている。

・パフォーマンス課題は単元が終わった後に提示し２週間程度の作成期間を
とっている。



パフォーマンス課題の目的

• 総括的評価（５段階評価）のため

• 学習目標の理解のため
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学習目標の理解のためのパフォーマンス課題
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授業

（学習目標）

パフォーマンス課
題の理解

評価規準の理解
パフォーマンス課

題の作成

評価

（授業者，生徒の
相互，自己）



パフォーマンス課題の内容

第１回 条件付き確率（７月）

第２回 二項分布と正規分布（７月）

第３回 平均値の区間推定（９月）

第４回 分割表の検定（１２月）

第５回 二元配置分散分析（２月）
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第１回 条件付き確率

【課題】 PCR検査等でのウィルスに感染しているかの検出検査を判断する

とき，「感度」，「特異度」，「罹患率」，「適合率」という用語で説明されること
があります。（以下，説明略）現在のPCR検査は，感度は70% ，特異度は
90%程度であるといわれています。

(1) 罹患率が①0.1%，②1%，③10%のそれぞれの場合について，適合
率を求めよ。

(2) 「誰でもPCR検査が受けられるようにする」ことについて，適合率を用
いてこの手法の是非を論じなさい。

(3) ウィルスに感染していないことを判断するのに，この検査を繰り返して
行い，2回連続で「陰性」が出れば感染していないと判断されていまし
た。この判断は正しかったのでしょうか。罹患率を定め，2回連続で「陰

性」であったとき，感染していない確率を求め，判断の正しさを論じなさ
い。
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第１回 条件付き確率

【評価基準】

S：罹患率と適合率の関係を正しく理解し，科学的，社会的な

側面から多角的に考察し，具体的に解決策を提案すること
ができる。

A：罹患率と適合率の関係を正しく理解し，科学的，社会的な
側面から考察することができる。

B：それぞれの罹患率における，適合率を正しく求めることが
できる。

C：基準Bに達していない。
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A評価の例

2021/3/8 14



S評価の例
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各評価の人数

評価 S A B C

授業担当者 16 24 0 0

別の教員
（数学）

12 23 5 0

2021/3/8 16

• 「多角的な考察」を，「幅広い考察」ととらえ色々な分野から考察をしてい
るが，統計的に「深い考察」になっていない。

• 授業者は実際の授業の様子がわかり，「こうあってほしい」という願望が
あるため，低い評価（Bなど）をつけにくい。



パフォーマンス課題の内容

第１回 条件付き確率（７月）

第２回 二項分布と正規分布（７月）

第３回 平均値の区間推定（９月）

第４回 独立性の検定（１２月）

第５回 二元配置分散分析（２月）
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第４回 独立性の検定

【課題】 ある疾病Aについての予防接種の効果を調べるために，40人を無作為抽出
し調査したところ，次のようなデータが得られた。

(1) 疾病Aに罹患することと予防接種の間に関係はあるだろうか。

次に，もっと多くのデータを得るために，新たに200名を無作為抽出し，調査したとこ
ろ，次のようなデータが得られた。

(2) 疾病Aに罹患することと予防接種の間に関係はあるだろうか。

(3) (1),(2)の問題から，疾病Aについての予防接種の有効性について，統計的手法
を用いて判断することについて自分の考えを科学的側面，社会的側面から述べよ。
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 予防接種を受けた人 予防接種を受けなかった人 計 

疾病Aに罹患した人 6 8 14 

疾病Aに罹患しなかった人 16 10 26 

 22 18 40 

 

 予防接種を受けた人 予防接種を受けなかった人 計 

疾病Aに罹患した人 28 42 70 

疾病Aに罹患しなかった人 77 53 130 

 105 95 200 

 



第４回 独立性の検定

【評価基準】

S：分割表の検定について，正しく検定することができる。さら
に，予防接種の有効性について科学的，社会的側面

から多角的に考察し，具体的な対策を提案することができ
ている。

A：分割表の検定について，正しく検定することができる。さら
に，予防接種の有効性について科学的，社会的側面
から考察できている。

B：分割表の検定について，正しく検定することができる。

C：分割表の検定について，正しく検定することができていな
い。
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B評価の例
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B評価の例
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A評価の例
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S評価の例
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S評価の例
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各評価の人数

評価 S A B C

授業担当者 10 26 4 0

自己評価 12 18 10 0
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• 統計的な考察が現実にどのように影響を与えているか，統計部分の考察
が弱い。

• 生徒同士の相互評価後に自己評価を行ったので，自分を低く判断しB評
価をつける生徒が見受けられた。



今後の課題

• 学習目標を達成できるようなパフォーマンス
課題とその評価規準を設定する

• 「統計的な考察」を意識した評価基準の設定

• 高校生の「統計」は，何を目標とし，どこまで
学べばよいか

2021/3/8 26


